
 

 

［成果情報名］ダイズモザイク病と倒伏に強い中生の大豆品種「あきみやび」 

［要約］大豆品種「あきみやび」は、東北地域における成熟期が中生でダイズモザイクウイ

ルスと倒伏に強く、子実は白目大粒で豆腐などの加工に適する。  
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［背景・ねらい］ 

東北地域中南部には、中生種の「タンレイ」や「タチナガハ」が主力品種として作付け

られている大豆産地がある。しかし、「タンレイ」は、ダイズモザイク病や紫斑病に罹り

やすく、着色粒が発生することから、安定生産のために抵抗性の強化が望まれている。ま

た、「タチナガハ」は、最下着莢節位高が高く、機械化栽培に適しているが、豆腐の加工

適性が劣ることから、実需者が利用しやすい加工適性を有する品種が求められている。そ

こで、東北地域に適した中生で耐病性と機械化適性を有し、豆腐などの加工適性の高い品

種を育成する。  

［成果の内容・特徴］ 

１．「あきみやび」は、1998 年、早生の「フクシロメ」を母、大粒でダイズモザイクウイ

ルス抵抗性強の「刈系 623 号」を父とした人工交配から育成された品種である。 

２．東北地域における成熟期は、育成地の「スズカリ」および宮城県の「タンレイ」とほ

ぼ同じ中生で、収量も同等である（表１）。  

３．耐倒伏性、青立程度、最下着莢位置、裂莢性から見た機械化適性は、「スズカリ」お

よび「タンレイ」と同等～やや優れる（表１）。  

４．ダイズモザイクウイルスに対する抵抗性は、A、B、C および D の各系統に抵抗性を有

し、「スズカリ」および「タンレイ」より強い（表１）。 

５．子実は白目で、「スズカリ」および「タンレイ」より大きい“大粒の小”で、粗蛋白質

含有率は、「タチナガハ」より高く、豆腐などの加工に適する（表１、図１、図２）。  

［普及のための参考情報］ 

１．普及対象：宮城県大豆生産者等。  

２．普及予定地域・普及予定面積：2012 年度に宮城県で「タンレイ」等の一部に置き換え

る奨励品種に採用されている。普及予定地域は山間高冷を除く宮城県内全域である。2014

年度の作付面積は 4.6ha であり、2015 年度は 100ha、2018 年度までに目標とする 1,000ha

の普及面積が見込まれる。  

３．その他：ダイズシストセンチュウには“やや弱い”ので、過度の連作やセンチュウ被

害の発生履歴がある圃場での栽培は避ける。  
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（標準） （比較） （標準） （比較）

あきみやび スズカリ スズユタカ あきみやび タンレイ タチナガハ

10.14 10.13 10.17 10.15 10.15 10.21

33.8 33.3 34.4 41.8 41.1 47.6

101 100 103 102 100 116

67 68 77 73 77 83

倒伏 0.3 1.1 2.5 0.4 0.8 1.2

青立 0.5 1.2 0.8 0.0 0.0 0.2

21 15 18 19 18 20

中 中 中 － － －

32.5 29.8 25.6 34.4 31.9 37.6

0.5 0.7 0.3 0.6 0.8 0.0

0.0 0.0 0.0 0.2 0.8 0.2

1.3 1.1 0.9 1.0 0.2 0.6

1.1 0.9 0.5 0.2 0.0 0.0

5.0 5.2 4.6 3.8 4.2 3.0

42.6 41.1 39.1 44.0 44.7 42.4

ABCD抵抗性 AB抵抗性 ABCD抵抗性 ABCD抵抗性 AB抵抗性 AB抵抗性

やや弱 強 強 やや弱 弱 弱

中 中 中 中 － －

やや強 やや強 中 やや強 － －

適 注）1.生育中の障害、障害粒の程度　0：無、1：微、2：少、3：中、4：多、5：甚。

適／適 　　2.品質　1：上上、2：上中：、3：上下、4：中上、5：中中、6：中下、7：下。

可 　　3.粗蛋白質含有率は近赤外分析法による（乾物当たり、窒素蛋白質換算係数は6.25）。

可 　　4.標準・比較品種の病虫害抵抗性は品種登録時データによる。

加工適性

豆腐

味噌（淡色／赤色）

煮豆

納豆

表１　育成地および採用県における試験成績

品　質

粗蛋白質含有率（%）

病虫害
抵抗性

ダイズモザイクウイルス

ダイズシスト

センチュウ（レース3）

紫斑病

立枯性病害

百粒重（g）

障害粒
の程度

紫斑

褐斑

裂皮

しわ

子実重（kg/a）

対標準比（%）

主茎長（cm）

機械化
適性

生育中
の障害

最下着莢節位高（cm）

裂莢の難易

調査年次 2008～2012年 2008～2012年

品種名

項目

成熟期（月日）

調査地 育成地（大仙市） 宮城古川農試（大崎市）

栽培条件 普通畑標準播 転換畑標準播


